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ご挨拶

ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　理事長
ネパール野球連盟　名誉総裁

　平素はネパール野球ラリグラスの会に温かいご支援を賜りましてありがと
うございます。２０１５年度のラリグラス通信の発行にあたり、一言ご挨拶
を申し上げたいと思います。

　さて、２０１５年は当会にとって波乱の年となりました。ご承知のとお
り、２０１５年４月２５日にネパールで発生した大地震の影響により、当会
の活動も計画の大幅な変更を余儀なくされ、地震発生後は、震災復興支援活
動が重要な部分を占めることとなりました。その中で、震災復興支援に対す
る義援金を募集したところ、多数の皆様からのご厚意を賜りました。義援金
をお寄せくださった皆様に、この場を借りて御礼申し上げます。

■ネパール新憲法に関わる混乱について

　２０１５年９月１５日にネパールで新憲法が公布されました。新憲法の柱のひとつはネパー
ルを７州の連邦制にすることですが、一部の少数民族からは、新しい州の区割りでは自分たち
の権利が守れないとして反発が出ています。特に、インドとの国境に位置するタライ地方で
は、インド系の民族が激しい抗議活動を展開しています。
　そして、抗議活動の一環として、９月下旬からインドとの国境で道路封鎖が行われたため、
インドからの物資の輸送が滞り、ネパール国内では物資の不足が起きて物価も高騰、人々の生
活に混乱をきたしています。特に、燃料に関しては、ガソリンやガスのほとんどがインドから
の輸入であるため、ガソリン不足により自動車の使用が制限されたり、ガス不足のため薪で調
理をせざるを得ないなど、深刻な状況となっています。

南アジア交流野球教室

　２０１５年１１月１４日、東京都板橋区が推進する「いきいき寺子屋」
事業の一環として、当会の公認パートナー３名ほかが講師となり、野球教
室を開催いたしました。当日は約50名の小学生が参加し、野球を通じた国
際交流を体験いたしました。
　今回の野球教室は大変好評で、参加者や関係者からは「またやって欲し
い」との声もいただきました。このような野球教室は今後も継続して行く
予定で、エベレスト・インターナショナル・スクールを始めとした都内で
の活動も増やしていきたいと考えております。

開催概要

【日時】2015年11月14日
【場所】東京都板橋区立高島第三小学校　グラウンド
【講師】
 　　イッソー・タパ氏（ネパール代表チーム主将、元０６ブルズ投手）
　　スジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏（国際審判員、元スリランカ代表投手）
　　アブドラ・バラ氏（０６ブルズ投手、現パキスタン代表選手）
　　重田 大輝 氏（当会野球指導員）
【内容】
    　開会式・オリエンテーション
    　準備運動、ランニング、キャッチボール
    　バッティング練習、守備練習、ピッチングの指導
    　閉会式

「野球を教えてくれて、ありがとうござ
います。バッティングやキャッチボール
が楽しかったです。野球が好きになりま
した。グローブを買ってもらってお父さ
んとキャッチボールをします。」

参加者の感想

　また、当会では震災復興支援活動の一環として、１２月にネパールにおいて「ネパール復興支援野
球大会」を開催すべく準備を進めてまいりました。しかしながら、別途ご説明しておりますとおり、
９月から始まったネパールの新憲法公布に関する混乱の影響で、やむなく大会を延期することといた
しました。新憲法に関する混乱に関しては、その他にも、当会が送付した野球道具がインドで足止め
を受け、ネパールに届いていないという影響も出ております。関係者の皆様にはご迷惑をお掛けして
おりますが、事情をご理解願えれば幸いです。

　２０１６年は日本とネパールの国交樹立６０周年にあたります。また、当会の活動も１８年目を迎
えます。支援者の皆様には、より一層のご支援を何卒お願い申しあげます。また、ネパールの震災復
興には、これからも長い年月が掛ります。ネパールの震災復興へのご支援も引き続きよろしくお願い
申し上げます。

バスの本数が少ないため、バスの上にも
乗客が乗っている。

竹で壁を修復した家。屋根のトタン板は
当会が支援したもの。

会員、協力者、スポンサー募集中

　当会では会員、協力者、スポンサーを募集しております。また、郵便振替にて義援金を受け付けて
おります。皆様の温かいご支援をお待ち申し上げております。

　会　費：一般会員　6,000円、　賛助会員　3,000円、　法人会員　50,000円

　振込先： 口座番号 00950-8-165088　ＮＰＯ法人 ネパール野球ラリグラスの会
　尚、義援金をお振込の際には、通信欄に「ネパール地震義援金」である旨をご明記ください。

【問合せ】ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　info@nepalbaseball.net
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ネパール復興支援野球大会延期

　当会では、４月２５日の地震発生以来、ネパールへの復興支援活動を行ってまいりました。そして、
その一環として、１２月にネパールにおいて「ネパール復興支援野球大会」を開催する予定でした。し
かしながら、新憲法に関する混乱のため、この時期の野球大会の開催は困難と判断し、震災後１年に当
たる来年４月２５日を目処に大会の延期を決定いたしました。
　大会は延期となりましたが、大会を開催する予定であった期間での復興支援活動は予定どおり実施い
たしました。この期間中には日本から数名の者がネパールを訪れ、バクタプル・ベースボール・クラブ
とゴルカクルー（パタン）の親善試合や支援物資の支給を行いました。

参加者の感想

親善試合

支援物資の支給

徳中優俊選手

　今回の親善試合には株式会社ファンケル様のご協力をいただいておりま
す。前読売巨人軍監督の原辰徳氏は同社のパートナーです。昨年「日本・
ネパール野球交流プログラム2014」でネパールの少年選手団が東京ドーム
を訪れた際、ネパールの野球少年たちは原氏と交流を持つ機会を得まし
た。その縁もあり、今回の親善試合においては、原氏からネパールの野球
少年たちへのビデオメッセージもいただきました。
　このビデオメッセージを現地で子供たちに見てもらったところ、昨年来
日したサグン・キチャジュ君を始めとして、多くの子供たちが感激してい
ました。また、試合ではファンケル社様から寄贈された野球道具が贈呈さ
れるとともに寄付金も活用されました。

株式会社ファンケル

　今シーズンまで０６ブルズでプレーしていた徳中優俊選手
（投手）も今回ネパールを訪れました。同選手は、１月中旬ま
でネパールに滞在し、ネパールの子供たちの野球指導などの活
動を行います。

■徳中選手のコメント

「今回、ネパールの野球支援に携われて大変良かったです。今
後もネパール野球の発展のため、尽力したいと思います。」

下地和巳 氏

　ラリグラスの会のホームペー
ジでは見ていましたが、実際に
現地に来て野球をしているのを
見て鳥肌が立ちました。実際に
現地へ行くことが大事だと感じ
ました。来て良かったです。

秋元アキ子 氏

　ネパールの子供たちが野球を
している真剣な姿に心を打たれ
ました。道具も球場も整ってい
ない中で、勝って大喜びする姿
や負けた子供たちの悔しそうな
顔など、とても印象的でした。

　親善試合では審判を務めさせていただきました
が、子供たちが勝負ではなく純粋に野球を楽しん
でいるのが感じられましたし、「ストライク」、
「アウト」、「三振」といったコールで大いに盛
り上がってくれて、やり甲斐がありました。
　一方、もっと野球のルールを教える必要性も感
じました。次回の大会では、ルールやマナー、相
手をリスペクトする気持ちを身につけた上で野球
を楽しんで欲しいと思います。

そんなネパールの子供たちの中から、数十年後、
世界で活躍する選手が必ず出てくると強く期待
し、信じています。
　何も無いところから手探りの状態での初めての
活動をすることは、並大抵なことではないと思い
ます。「継続は力なり」でラリグラスの会も人と
人との和の中から今に至っていることでしょう。
ネパールの子供たちもこれを通して人と人とのつ
ながりの中から教育や経済など豊かな人生になっ
ていくのではないでしょうか。こつこつと前進す
ることが、いつかその花を咲かせることになるの
だと思います。これからも応援していきます。

■サグン・キチャジュ君の感想
（バクタプル・ベースボール・クラブ主将）

「去年日本で会った原さんからメッセージをもらって
とても嬉しかったです。これからも頑張ります。」

原辰徳氏（右）

野球用具の贈呈

　１２月１９日に、バクタプルのグラウンドでバクタプル・
ベースボール・クラブとパタンのゴルカクルーによる親善試合
が行われました。試合は９対３でバクタプルの勝ちでした。試
合に参加した子供たちは、大いに盛り上がり、野球を楽しんで
いました。
　尚、この試合の審判は、日本から参加した下地和巳氏（海老
名市野球協会）と９月にアジア野球連盟の審判研修を受けたア
ビシェック・カリキ氏が務めました。

■選手の感想（ゴルカクルー）

「初めての試合で、とても楽しかったです。これからも練
習を頑張ります。他の町のみんなとの交流ができて楽し
かったです。」

　親善試合の後、皆様からの義援金をもとにして購入した支援
物資を被災者に手渡しました。
　尚、今回購入した支援物資は、現地からの報告を受け、厳し
い冬に備えるための厚手の毛布。それと、電磁調理器、ソー
ラー照明器などといたしました。
　また、翌１２月２０日には、バクタプルの２つの学校の児童
に対し、支援物資として、ノートや鉛筆といった文房具を手渡
しました。
　義援金をお寄せくださった皆様、ありがとうございました。
現地の厳しい状況は続いています。今後ともご協力をお願い申
し上げます。

アブドラ・バラ選手

　当会の公認パートナーであるパキスタン出身のアブドラ・バラ選手（投手）は、今
季、０６ブルズで先発を含めて１４試合に登板し、３勝を上げる活躍をしました。
　また、シーズン中には、パキスタンの国家代表選手に選ばれ、９月に台湾で開催さ
れた第２７回アジア野球選手権に出場いたしました。同大会では、インドネシア戦に
先発し、勝利投手となりました。尚、パキスタン代表の監督は当会の会員でもある色
川冬馬氏が務めました。
　シーズン終了後は、四国アイランドリーグのトライアウトを受けて合格。徳島イン
ディゴソックスからドラフト２位で指名を受けました。来季、アブドラ・バラ選手は
徳島でプレーいたします。

2015年成績　14試合3勝２敗　防御率 2.32

その他のトピック

グローバルフェスタJAPAN2015出展

　１０月３日、４日に東京・お台場で行われ
た「グローバルフェスタJAPAN2015」に出
展いたしました。
　当日は、２日間で１０万人を超える来場者
があり、また、４日には当会スタッフによる
活動発表報告会も行われ、多くの方々に当会
の活動を知っていただくことができました。

アジア野球連盟審判員講習会

　ネパール野球連盟の副会長でもあるアビシェック・カリキ氏が
１０月に台湾の桃園で３日間に渡って行われたアジア野球連盟の
審判講習会に参加しました。同氏は今後、ネパール国内での審判
技術の普及にも努めていきます。

　９月２１日に台湾の台中でアジア野球連盟の総会が開催され、
ネパール野球連盟会長プラディープ・シュレスタ会長とともに、
当会の小林理事長と鈴木事務局長が参加いたしました。

アジア野球連盟総会

現地野球指導員

　８月１日より現地指導員としてネパールに派遣されていた重田
大輝氏が１ヶ月半に渡る活動を完了いたしました。

【重田大輝氏談】
　「今回は野球の基礎的な事を中心に指導を行いました。今回私
が指導した子供たちの成長が楽しみです。」

５
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かしながら、新憲法に関する混乱のため、この時期の野球大会の開催は困難と判断し、震災後１年に当
たる来年４月２５日を目処に大会の延期を決定いたしました。
　大会は延期となりましたが、大会を開催する予定であった期間での復興支援活動は予定どおり実施い
たしました。この期間中には日本から数名の者がネパールを訪れ、バクタプル・ベースボール・クラブ
とゴルカクルー（パタン）の親善試合や支援物資の支給を行いました。

参加者の感想

親善試合

支援物資の支給

徳中優俊選手

　今回の親善試合には株式会社ファンケル様のご協力をいただいておりま
す。前読売巨人軍監督の原辰徳氏は同社のパートナーです。昨年「日本・
ネパール野球交流プログラム2014」でネパールの少年選手団が東京ドーム
を訪れた際、ネパールの野球少年たちは原氏と交流を持つ機会を得まし
た。その縁もあり、今回の親善試合においては、原氏からネパールの野球
少年たちへのビデオメッセージもいただきました。
　このビデオメッセージを現地で子供たちに見てもらったところ、昨年来
日したサグン・キチャジュ君を始めとして、多くの子供たちが感激してい
ました。また、試合ではファンケル社様から寄贈された野球道具が贈呈さ
れるとともに寄付金も活用されました。

株式会社ファンケル

　今シーズンまで０６ブルズでプレーしていた徳中優俊選手
（投手）も今回ネパールを訪れました。同選手は、１月中旬ま
でネパールに滞在し、ネパールの子供たちの野球指導などの活
動を行います。

■徳中選手のコメント

「今回、ネパールの野球支援に携われて大変良かったです。今
後もネパール野球の発展のため、尽力したいと思います。」

下地和巳 氏

　ラリグラスの会のホームペー
ジでは見ていましたが、実際に
現地に来て野球をしているのを
見て鳥肌が立ちました。実際に
現地へ行くことが大事だと感じ
ました。来て良かったです。

秋元アキ子 氏

　ネパールの子供たちが野球を
している真剣な姿に心を打たれ
ました。道具も球場も整ってい
ない中で、勝って大喜びする姿
や負けた子供たちの悔しそうな
顔など、とても印象的でした。

　親善試合では審判を務めさせていただきました
が、子供たちが勝負ではなく純粋に野球を楽しん
でいるのが感じられましたし、「ストライク」、
「アウト」、「三振」といったコールで大いに盛
り上がってくれて、やり甲斐がありました。
　一方、もっと野球のルールを教える必要性も感
じました。次回の大会では、ルールやマナー、相
手をリスペクトする気持ちを身につけた上で野球
を楽しんで欲しいと思います。

そんなネパールの子供たちの中から、数十年後、
世界で活躍する選手が必ず出てくると強く期待
し、信じています。
　何も無いところから手探りの状態での初めての
活動をすることは、並大抵なことではないと思い
ます。「継続は力なり」でラリグラスの会も人と
人との和の中から今に至っていることでしょう。
ネパールの子供たちもこれを通して人と人とのつ
ながりの中から教育や経済など豊かな人生になっ
ていくのではないでしょうか。こつこつと前進す
ることが、いつかその花を咲かせることになるの
だと思います。これからも応援していきます。

■サグン・キチャジュ君の感想
（バクタプル・ベースボール・クラブ主将）

「去年日本で会った原さんからメッセージをもらって
とても嬉しかったです。これからも頑張ります。」

原辰徳氏（右）

野球用具の贈呈

　１２月１９日に、バクタプルのグラウンドでバクタプル・
ベースボール・クラブとパタンのゴルカクルーによる親善試合
が行われました。試合は９対３でバクタプルの勝ちでした。試
合に参加した子供たちは、大いに盛り上がり、野球を楽しんで
いました。
　尚、この試合の審判は、日本から参加した下地和巳氏（海老
名市野球協会）と９月にアジア野球連盟の審判研修を受けたア
ビシェック・カリキ氏が務めました。

■選手の感想（ゴルカクルー）

「初めての試合で、とても楽しかったです。これからも練
習を頑張ります。他の町のみんなとの交流ができて楽し
かったです。」

　親善試合の後、皆様からの義援金をもとにして購入した支援
物資を被災者に手渡しました。
　尚、今回購入した支援物資は、現地からの報告を受け、厳し
い冬に備えるための厚手の毛布。それと、電磁調理器、ソー
ラー照明器などといたしました。
　また、翌１２月２０日には、バクタプルの２つの学校の児童
に対し、支援物資として、ノートや鉛筆といった文房具を手渡
しました。
　義援金をお寄せくださった皆様、ありがとうございました。
現地の厳しい状況は続いています。今後ともご協力をお願い申
し上げます。

アブドラ・バラ選手

　当会の公認パートナーであるパキスタン出身のアブドラ・バラ選手（投手）は、今
季、０６ブルズで先発を含めて１４試合に登板し、３勝を上げる活躍をしました。
　また、シーズン中には、パキスタンの国家代表選手に選ばれ、９月に台湾で開催さ
れた第２７回アジア野球選手権に出場いたしました。同大会では、インドネシア戦に
先発し、勝利投手となりました。尚、パキスタン代表の監督は当会の会員でもある色
川冬馬氏が務めました。
　シーズン終了後は、四国アイランドリーグのトライアウトを受けて合格。徳島イン
ディゴソックスからドラフト２位で指名を受けました。来季、アブドラ・バラ選手は
徳島でプレーいたします。

2015年成績　14試合3勝２敗　防御率 2.32

その他のトピック

グローバルフェスタJAPAN2015出展

　１０月３日、４日に東京・お台場で行われ
た「グローバルフェスタJAPAN2015」に出
展いたしました。
　当日は、２日間で１０万人を超える来場者
があり、また、４日には当会スタッフによる
活動発表報告会も行われ、多くの方々に当会
の活動を知っていただくことができました。

アジア野球連盟審判員講習会

　ネパール野球連盟の副会長でもあるアビシェック・カリキ氏が
１０月に台湾の桃園で３日間に渡って行われたアジア野球連盟の
審判講習会に参加しました。同氏は今後、ネパール国内での審判
技術の普及にも努めていきます。

　９月２１日に台湾の台中でアジア野球連盟の総会が開催され、
ネパール野球連盟会長プラディープ・シュレスタ会長とともに、
当会の小林理事長と鈴木事務局長が参加いたしました。

アジア野球連盟総会

現地野球指導員

　８月１日より現地指導員としてネパールに派遣されていた重田
大輝氏が１ヶ月半に渡る活動を完了いたしました。

【重田大輝氏談】
　「今回は野球の基礎的な事を中心に指導を行いました。今回私
が指導した子供たちの成長が楽しみです。」
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ご挨拶

ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　理事長
ネパール野球連盟　名誉総裁

　平素はネパール野球ラリグラスの会に温かいご支援を賜りましてありがと
うございます。２０１５年度のラリグラス通信の発行にあたり、一言ご挨拶
を申し上げたいと思います。

　さて、２０１５年は当会にとって波乱の年となりました。ご承知のとお
り、２０１５年４月２５日にネパールで発生した大地震の影響により、当会
の活動も計画の大幅な変更を余儀なくされ、地震発生後は、震災復興支援活
動が重要な部分を占めることとなりました。その中で、震災復興支援に対す
る義援金を募集したところ、多数の皆様からのご厚意を賜りました。義援金
をお寄せくださった皆様に、この場を借りて御礼申し上げます。

■ネパール新憲法に関わる混乱について

　２０１５年９月１５日にネパールで新憲法が公布されました。新憲法の柱のひとつはネパー
ルを７州の連邦制にすることですが、一部の少数民族からは、新しい州の区割りでは自分たち
の権利が守れないとして反発が出ています。特に、インドとの国境に位置するタライ地方で
は、インド系の民族が激しい抗議活動を展開しています。
　そして、抗議活動の一環として、９月下旬からインドとの国境で道路封鎖が行われたため、
インドからの物資の輸送が滞り、ネパール国内では物資の不足が起きて物価も高騰、人々の生
活に混乱をきたしています。特に、燃料に関しては、ガソリンやガスのほとんどがインドから
の輸入であるため、ガソリン不足により自動車の使用が制限されたり、ガス不足のため薪で調
理をせざるを得ないなど、深刻な状況となっています。

南アジア交流野球教室

　２０１５年１１月１４日、東京都板橋区が推進する「いきいき寺子屋」
事業の一環として、当会の公認パートナー３名ほかが講師となり、野球教
室を開催いたしました。当日は約50名の小学生が参加し、野球を通じた国
際交流を体験いたしました。
　今回の野球教室は大変好評で、参加者や関係者からは「またやって欲し
い」との声もいただきました。このような野球教室は今後も継続して行く
予定で、エベレスト・インターナショナル・スクールを始めとした都内で
の活動も増やしていきたいと考えております。

開催概要

【日時】2015年11月14日
【場所】東京都板橋区立高島第三小学校　グラウンド
【講師】
 　　イッソー・タパ氏（ネパール代表チーム主将、元０６ブルズ投手）
　　スジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏（国際審判員、元スリランカ代表投手）
　　アブドラ・バラ氏（０６ブルズ投手、現パキスタン代表選手）
　　重田 大輝 氏（当会野球指導員）
【内容】
    　開会式・オリエンテーション
    　準備運動、ランニング、キャッチボール
    　バッティング練習、守備練習、ピッチングの指導
    　閉会式

「野球を教えてくれて、ありがとうござ
います。バッティングやキャッチボール
が楽しかったです。野球が好きになりま
した。グローブを買ってもらってお父さ
んとキャッチボールをします。」

参加者の感想

　また、当会では震災復興支援活動の一環として、１２月にネパールにおいて「ネパール復興支援野
球大会」を開催すべく準備を進めてまいりました。しかしながら、別途ご説明しておりますとおり、
９月から始まったネパールの新憲法公布に関する混乱の影響で、やむなく大会を延期することといた
しました。新憲法に関する混乱に関しては、その他にも、当会が送付した野球道具がインドで足止め
を受け、ネパールに届いていないという影響も出ております。関係者の皆様にはご迷惑をお掛けして
おりますが、事情をご理解願えれば幸いです。

　２０１６年は日本とネパールの国交樹立６０周年にあたります。また、当会の活動も１８年目を迎
えます。支援者の皆様には、より一層のご支援を何卒お願い申しあげます。また、ネパールの震災復
興には、これからも長い年月が掛ります。ネパールの震災復興へのご支援も引き続きよろしくお願い
申し上げます。

バスの本数が少ないため、バスの上にも
乗客が乗っている。

竹で壁を修復した家。屋根のトタン板は
当会が支援したもの。

会員、協力者、スポンサー募集中

　当会では会員、協力者、スポンサーを募集しております。また、郵便振替にて義援金を受け付けて
おります。皆様の温かいご支援をお待ち申し上げております。

　会　費：一般会員　6,000円、　賛助会員　3,000円、　法人会員　50,000円

　振込先： 口座番号 00950-8-165088　ＮＰＯ法人 ネパール野球ラリグラスの会
　尚、義援金をお振込の際には、通信欄に「ネパール地震義援金」である旨をご明記ください。

【問合せ】ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　info@nepalbaseball.net


